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吉
備
大
臣
入
唐
譚
方
術
考

―
― 『
江
談
抄
』
に
見
え
る
院
政
期
文
化
の
一
断
面 

―
―

善
養
寺

淳

一
一

は
じ
め
に                                           

古
代
の
学
者
、
政
治
家
と
し
て
著
名
な
吉
備
真
備
（
六
九
五
～
七
七
五
）
は
、
阿
倍
仲
麻
呂
と
同
時
期
に
唐
に
渡
り
、
十
七
年
に
亘
り

幅
広
い
分
野
の
学
問
を
修
め

（
１
）

、
多
く
の
文
物
を
将
来
し
、
我
国
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
。
真
備
は
帰
国
後
、
八
十
一
歳

で
薨
去
す
る
ま
で
奈
良
朝
の
政
治
家
と
し
て
重
き
を
な
し
た
が
、
後
世
そ
の
学
才
と
該
博
な
知
識
は
、
実
像
を
基
に
伝
説
化
さ
れ
る
。『
続

日
本
紀
』
巻
第
十
二

（
２
）

の
真
備
帰
国
後
の
記
事
に
は
、「
唐た

う

礼れ
い

一
百
卅
卷
、
太た

い

衍え
ん

暦れ
き

経け
い

一
巻
、
太た

い

衍え
ん

暦れ
き

立り
ふ

成せ
い

十
二
巻
（
以
下
略
）」
と
献
上
し

た
文
物
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
平
安
後
期
成
立
で
、
大
江
匡
房
撰
者
説

（
３
）

も
あ
る
『
扶
桑
略
記
』
成
立
時
で
は
、
唐
土
で
学
ん
だ
学
芸

は
「
三
史
五
經
。
名
刑
笇
術
。
陰
陽
曆
道

（
４
）

。（
以
下
略
）」
等
十
三
道
に
及
ん
だ
と
真
備
像
の
増
幅
、
変
容
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
真
備
像

は
、
院
政
期
の
碩
儒
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
～
一
一
一
一
）
の
言
談
書
『
江
談
抄
』「
雑
事
」（
一
）「
吉
備
入
唐
の
間
の
事
」
で
は
唐
人

を
圧
倒
す
る
物
語
の
主
人
公
と
し
て
超
人
ぶ
り
を
発
揮
す
る
。
所
謂
吉
備
大
臣
入
唐
譚
で
あ
る
。

匡
房
が
、
晩
年
に
『
江
談
抄
』
や
『
本
朝
神
仙
伝
』
を
記
し
た
点
に
関
し
て
は
、
平
林
盛
得
氏
の
論
考

（
５
）

に
詳
し
い
が
、
匡
房
は
貴
族
に

と
っ
て
重
要
な
典
礼
故
実
を
記
し
た
日
記
を
、
亡
く
な
る
前
に
火
中
に
投
じ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
知
る
べ
く
も
な
い
が
、「
最
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晩
年
の
こ
ろ
の
談
話
」
と
し
て
『
江
談
抄
』
を
筆
録
さ
せ
て
い
る
。
平
林
氏
は
、
匡
房
が
死
後
の
生
所
を
示
し
て
い
な
い
点
に
つ
き
、
そ

の
再
生
地
と
し
て
、「
極
楽
浄
土
」
で
は
な
く
「
神
仙
の
世
界
へ
の
再
生
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
匡

房
の
人
物
像
の
解
明
に
繋
が
る
視
点
と
し
て
ま
こ
と
に
示
唆
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
こ
の
入
唐
譚
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
匡
房
が
『
江
談
抄
』
に
於
い
て
、
吉
備
大
臣
を
大
江
家
学
の
始
祖
と
し
て
位
置

付
け
よ
う
と
す
る
志
向
が
、本
話
に
胚
胎
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、既
に
拙
稿
に
ま
と
め
て
い
る

（
６
）

。
本
稿
で
は
、『
江
談
抄
』に
於
い
て
、

現
世
と
異
界
の
両
方
に
活
躍
す
る
吉
備
大
臣
の
方
術
に
焦
点
を
絞
り
、
方
術
と
い
う
機
構
に
よ
る
異
界
へ
の
越
境
と
、
方
術
各
々
の
思
想

的
源
泉
を
探
り
、
本
話
に
於
け
る
方
術
の
役
割
を
考
究
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
儒
者
で
あ
る
匡
房
の
異
界
と
の
関
わ
り
や
、
院
政
期
文

化
の
諸
思
想
の
複
合
的
様
相
も
考
察
し
た
い
。
本
稿
に
お
け
る
方
術
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
と
し
て
陰
陽
道
や
道
教
に
言
及
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
陰
陽
道
の
成
立
に
遡
れ
ば
、
民
間
道
教
も
そ
の
一
要
素
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
道
教
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
陰
陽

道
の
方
術
、
と
い
う
意
味
と
し
て
扱
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
江
談
抄
』
が
、
大
江
匡
房
の
多
岐
に
亘
る
関
心
事
と
深
く
関
連
し
て
い
る

点
や
、
こ
の
著
作
が
匡
房
の
他
の
著
作
の
思
想
的
背
景
に
繋
が
る
、
と
い
う
位
置
付
け
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
こ
の
入
唐
譚
を
語
る
匡
房

の
儒
学
者
と
い
う
枠
に
収
ま
ら
な
い
新
た
な
匡
房
像
と
い
う
も
の
を
照
射
し
た
い
。

一
、「
吉
備
入
唐
の
間
の
事
」
の
粗
筋
と
方
術

最
初
に
「
吉
備
入
唐
の
間
の
事
」
の
要
約
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

吉
備
大
臣
は
唐
に
渡
っ
た
後
、
そ
の
学
識
に
恐
れ
を
な
し
た
唐
人
に
よ
り
、
楼
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
う
。
唐
人
達
は
真
備
の
学
才
を
試

そ
う
と
様
々
な
難
題
を
課
す
の
で
あ
る
が
、
鬼
と
化
し
た
阿
倍
仲
麻
呂
の
霊
の
助
け
や
、
本
朝
の
仏
神
の
霊
験
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
難
題

を
解
い
て
唐
人
に
勝
つ
と
い
う
粗
筋
で
あ
る
。

二
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次
に
、「
吉
備
入
唐
の
間
の
事
」
の
構
成
要
素
と
、そ
こ
で
使
わ
れ
る
方
術
を
、粗
筋
に
そ
っ
て
列
挙
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
本

文
は
、
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
32
、
山
根
對
助
・
後
藤
昭
雄
校
注
『
江
談
抄
』
に
拠
り
、
訓
読
及
び
段
落
の
区
切
り
方
も
同

書
に
拠
る
。）

1
鬼
の
出
現
（
第
１
段
）
と
援
助
（
第
２
・
３
・
４
・
５
段
）
…
（一）
隠
身
術
・
（二）
見
鬼
術

2
『
文
選
』
の
試
問
（
第
３
段
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（三）
飛
行
術

3
唐
人
と
の
囲
碁
戦
（
第
４
段
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（四）
止
瀉
術

4
野
馬
台
詩
の
解
読
（
第
５
段
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（五）
唐
土
の
日
月
を
封
じ
込
め
る
術

5
吉
備
説
話
の
伝
承
（
第
６
段
）
…
…
…
5
は
、
匡
房
が
こ
の
吉
備
説
話
は
、
故
橘
孝た

か

親ち
か

朝あ

臣そ
ん

（
匡
房
の
外
祖
父
）
が
先
祖
か
ら
語
り
伝

え
ら
れ
た
と
す
る
伝
承
の
系
譜
で
あ
る
。

二
、
隠
身
術
と
見
鬼
術

入
唐
し
た
吉
備
大
臣
は
、
そ
の
学
識
を
恐
れ
た
唐
人
に
よ
り
楼
に
幽
閉
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
阿
倍
仲
麻
呂
の
幽
鬼
で
あ
っ

た
。
こ
の
部
分
の
本
文
を
引
い
て
み
る
。

吉き

備び
の

大お
と
ど臣

入
唐
し
て
道
を
習
ふ
間
、
諸
道
、
芸
能
に
博ひ

ろ

く
達い

た

り
、
聡そ

う

恵け
い

な
り
。
唐も

ろ

土こ
し

の
人
す
こ
ぶ
る
恥
づ
る
気

け
は
ひ

有
り
。（
中
略
）

深
更
に
及
び
て
、
風
吹
き
雨
降
り
て
、
鬼お

物に

伺う
か
がひ

来
た
れ
り
。

吉㈠

備
隠い

ん

身し
ん

の
封ふ

う

を
作な

し
、鬼
に
見
え
ず
て
、吉㈡

備
云
は
く
、「
何
物
な
り
や
。
我
は
こ
れ
日
本
国
王
の
使

つ
か
ひ

な
り
。
王わ

う

事じ

盬も
ろ

き
こ
と
靡な

し
。

鬼
何
ぞ
伺
ふ
や
」
と
云
ふ
に
、鬼
云
は
く
、「
尤も

と

も
悦

よ
ろ
こ

び
と
為な

す
。
我
も
日
本
国
の
遣け

ん

唐た
う

使し

な
り
。
言げ

ん

談だ
ん

承
ら
む
と
欲お

も

ふ
」
と
云
ふ
に
、

吉
備
云
ふ
や
う
、「
し
か
ら
ば
早は

や

入
れ
。
し
か
ら
ば
鬼
の
形

ぎ
や
う

相さ
う

を
停と

ど

め
て
来
た
る
べ
き
な
り
」
と
云
ふ
に
随
ひ
て
、
鬼
帰
り
入
り
て

三
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衣い
く

冠わ
ん

を
着
け
て
出
で
来
た
る
に
相
謁
す
る
に
、
鬼
ま
づ
云
は
く
、（
以
下
略
）

右
の
本
文
の
記
述
か
ら
、
次
の
二
つ
の
術
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（一）
隠
身
術
（
吉
備
大
臣
の
「
隠
身
の
封
」）

（二）
見
鬼
術
（
吉
備
大
臣
が
鬼
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
鬼
と
対
話
す
る
術
）

ま
ず
、

（一）
に
つ
い
て
は
、
吉
備
大
臣
は
、
幽
閉
さ
れ
た
楼
に
い
て
自
分
に
近
付
く
鬼
の
気
配
を
感
じ
取
り
、「
隠
身
の
封
」
で
自
ら
の

姿
を
隠
し
て
し
ま
う
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
文
の
「
鬼
に
見
え
ず
て
」
か
ら
、
鬼
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
一

種
の
護
身
の
呪
術
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
隠
身
の
封
に
つ
い
て
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
脚
注
は
「
姿
を
隠
す
呪
術
の
固
め
。」
と
し
、『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
「
己お

の

が

高か
う

徳と
く

を
恃た

の

み
賤い

や

し
き
形
の
沙し

ゃ

弥み

を
刑う

ち
て
現

う
つ
つ

に
悪あ

し
き
死
を
得
る
縁

こ
と
の
も
と

第
一

（
７
）

」
の
次
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

誠
に
知
る
、
自お

の

が
高か

う

徳と
く

を
怙た

の

み
て
彼そ

の
沙
弥
を
刑う

ち
、
護ご

法ほ
ふ

嚬く
ち

嘁ひ
そ

み
善ぜ

ん

神じ
ん

み
に
く

嫌
ふ
、
袈け

裟さ

を
著き

た
る
類

と
も
が
らは

賤い
や

し
き
形
な
り
と
も
恐お

そ

り
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
身
を
隠
せ
る
聖ひ

じ
り人

の
中
に
交

ま
じ
は

る
が
故
な
り
、
と
。（
傍
線
引
用
者
）

こ
の
話
は
、長
屋
王

（
８
）

が
、聖
武
天
皇
の
勅
に
よ
り
行
っ
た
元
興
寺
の
法
会
に
現
れ
た
僧
の
頭
を
笏
で
打
ち
、そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々

が
、
よ
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
囁
き
あ
い
、
そ
の
二
日
後
、
王
は
謀
反
を
企
て
た
と
密
告
さ
れ
自
害
し
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
傍
線
部

に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注

（
９
）

に
、「
仏
・
菩
薩
が
そ
の
本
姿
を
隠
し
、
人
間
（
時
に
は
下
賤
の
姿
で
）
と
し
て
現
れ
る
こ
と
」

と
し
て
い
る
。「
固
め
」
と
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
一
「
玄

ぐ
ゑ
ん

昉ば
う

僧そ
う

正じ
や
う、

亘
た
う
に
わ
た
り
て

唐
、
伝

ほ
っ
さ
う
を
つ
た
へ
た
る
こ
と

法
相
語
第
六
」
に
、
吉
備
真
備
が
藤
原
広

継
（
嗣
）
の
悪
霊
を
宥
め
る
場
面
で
、真
備
が
「
陰
陽
ノ
術
ヲ
以
テ
我
ガ
身
ヲ
怖お

そ

レ
無
ク
固
メ
テ
」
と
あ
る（

（1
（

こ
と
か
ら
陰
陽
の
術
で
あ
り
、

ま
た
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
上
巻
二
十
六
の
「
清せ

い

明め
い

、蔵く
ら

人う
ど

の
少せ

う

将し
や
うを

封
ず
る
事（

（1
（

」
で
も
、呪
い
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
蔵
人
少
将
を
、

安
倍
清
明
が
「
身
固
め
」
し
て
守
っ
た
話
に
出
て
く
る
。
こ
の
「
身
固か

た

め
」
は
、「
身
を
健
全
に
守
る
た
め
の
呪
法
。
身
を
守
る
た
め
の

陰
陽
師
の
加
持
法（

（1
（

。」
の
意
で
あ
る
。

坂
出
祥
伸
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
隠
身
術
を
説
く
も
の
と
し
て
、
敦
煌
文
書
の
二
篇
の
経
文
（「
湘
祖
白
鶴
紫
柴
遁
法
」、「
太
上
金
鎖
連

四
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環
隱
遁
眞
訣
」）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
更
に
、『
道
蔵
』
の
精
要
を
収
載
し
た
『
雲
笈
七
籖（

（1
（

』（
北
宋
、張
君
房
編
）
巻
五
三
に
、「
太

上
丹
景
道
精
隱
地
八
術
」
と
し
て
、
蔵
形
匿
形
、
乗
虚
御
空
、
隱
淪
飛
霄
、
出
有
入
無
、
飛
靈
八
方
、
解
形
遁
變
、
迴
晨
轉
玄
、
隱
景
儛

天
の
八
方
を
紹
介（

（1
（

し
て
お
り
、
吉
備
大
臣
の
方
術
も
こ
う
し
た
類
の
術
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
備
入
唐
譚
で
は
陰
陽
道
を
主
と
し
た
方
術
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
陰
陽
道
の
成
立
の
事
情
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
方
術

の
源
泉
は
、
陰
陽
道
以
外
の
思
想
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
隠
身
の
封
」
に
つ
い
て
、
前
述
の
『
日
本
霊
異
記
』

（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
脚
注
「
仏
・
菩
薩
が
そ
の
本
姿
を
隠
し
」
の
説
明
の
よ
う
に
、
仏
典
で
は
、「
隠
身
（
オ
ン
シ
ン
）」
或
い
は
「
隠

形
（
オ
ン
ギ
ヤ
ウ
）」
は
、
隠
身
の
術
の
意
味

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
り
、
ま
た
「
隠
形
藥
」
或
い
は
「
翳
身
藥
（
エ
イ
シ
ン
ヤ
ク
）」
と
い
う
人
の
身
を
隠

す
薬
が
あ
り
、
印
度
の
仙
方
で
あ
る
と
い
う（

（1
（

。
こ
の
薬
（
仙
方
）
を
使
っ
た
話
に
は
『
龍
樹
菩
薩
傳
』
が
あ
り（

（1
（

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
四

「
竜り

う

樹じ
ゆ

、
俗

ぞ
く
の

時と
き

、
作

お
ん
ぎ
や
う
の
く
す
り
を
つ
く
れ
る
こ
と

隠
形
薬
語
第
二
十
四
」
で
も
、
竜
樹
が
在
俗
時
こ
の
薬
を
使
い
宮
中
美
女
が
侵
凌
さ
れ
た
話
と
な
っ
て
い
る
。

竜
樹
の
我
が
身
を
隠
す
術
に
つ
い
て
は
、『
今
昔
物
語
集
』
は
「
外ぐ

ゑ

道だ
う

ノ
典て

ん

籍じ
や
くノ

法
」（
仏
教
以
外
の
異
端
の
学
術
文
献（

（1
（

）
で
あ
る
と
し
て

お
り
、
方
術
の
思
想
的
源
泉
は
、
更
に
広
汎
な
文
献
へ
の
広
が
り
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

次
に

（二）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
話
に
登
場
す
る
鬼
は
、
第
２
段
後
半
で
、
鬼
が
自
分
も
遣
唐
使
を
務
め
た
安
倍
氏
で
あ
り
、
こ
の
楼
で
餓

死
し
鬼
に
な
り
子
孫
の
行
末
を
案
じ
て
い
る
、
と
話
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
鬼
の
属
す
る
世
界
は
冥
界
で
あ
り
、
吉
備
大
臣
は
あ
の
世

と
い
う
異
界
と
向
き
合
う
、
或
い
は
異
界
そ
の
も
の
に
一
時
的
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
術
の
使
い
手
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

鬼
が
見
え
る
と
い
う
術
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
私
見
で
は
こ
れ
は
「
見
鬼
術（

（1
（

」
と
考
え
ら
れ
る
。

『
抱
朴
子
』
内
篇
論
仙
篇
に
、

〔
原
文
〕夫
方
術
既
令
鬼
見
其
形
、
又
令
本
不
見
鬼
者
見
鬼（

（1
（

、（
以
下
略
）

〔
訓
読
〕夫そ

れ

、
方
術
は
、
既
に
鬼き

を
し
て
其
形
を
見

あ
ら
は

さ
し
め
、
又
、
本も

と

、
鬼
を
見
ざ
る
者
を
し
て
鬼
を
見
せ
し
む（

（2
（

。

〔
和
訳
〕そ
も
そ
も
、
術
を
使
え
ば
、
鬼
神
に
姿
を
現
わ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
上
に
、
本
来
幽
霊
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
に
幽

霊
を
見
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

五
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と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
『
抱
朴
子
』
内
篇
黄
白
篇
で
も
次
の
よ
う
に
こ
の
術
に
言
及
し
て
い
る
。

〔
原
文
〕夫
變
化
之
術
、
何
所
不
爲
、
蓋
人
身
本
見
、
而
有
隱
之
之
法
。
鬼
神
本
隱
、
而
有
見
之
之
方
。
能
爲
之
者
往
往
多
焉（

（2
（

。

〔
訓
読
〕夫そ

れ

變
化
之
術
、
何
の
爲
さ
ざ
る
所
有
ら
ん
。
蓋
、
人
身
は
本も

と

見あ
ら
はる

る
も
、
之
を
隱
す
の
法※

有
り
、
鬼
神
は
本も

と

隠
る
る
も
、
之

を
見

あ
ら
は

す
の
方
有
り
。
能
く
之
を
爲
す
者
、
往
往
に
し
て
多
し（

（2
（

。［
※
「
方
」
を
、
原
文
の
「
法
」
に
改
め
た
。］

〔
和
訳
〕か
の
変へ

ん

化げ

の
術
は
何
で
も
な
れ
る
。
思
う
に
人
間
の
体
は
も
と
も
と
目
に
見
え
る
も
の
。
し
か
し
そ
れ
を
隠
す
方
法
が
あ
る
。

鬼
神
は
も
と
も
と
目
に
見
え
な
い
存
在
。
し
か
し
そ
の
姿
を
現
わ
す
方
法
が
あ
る
。
こ
の
術
の
出
来
る
人
は
数
多
く
あ
る（

（2
（

。

こ
の
鬼
神
が
見
え
る
術
は
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
四
第
十
五
に
登
場
す
る
陰
陽
師
賀か

茂も
の

忠た
だ

行ゆ
き

（
＝
安
倍
清
明
の
師
）
の
「
子
供

の
頃
に
鬼
神
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
陰
陽
道
の
術
を
習
っ
て
か
ら
、や
っ
と
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ（

（2
（

」
と
の
発
言
か
ら
、

や
は
り
陰
陽
道
術
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
陰
陽
道
の
成
立
事
情
を
考
え
れ
ば
、
吉
備
大
臣
の
陰
陽
道
術
の
中
に
こ
の
よ
う
な
道
教
由
来
の
術
も
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の

『
抱
朴
子
』
は
神
仙
思
想
の
書
で
あ
る
が
、
こ
の
神
仙
思
想
の
位
置
付
け
に
は
諸
説
あ
り
、
通
説
的
に
は
道
教
の
中
核
的
要
素
と
さ
れ
る（

（2
（

。

こ
の
道
教
は
、
例
え
ば
次
に
引
用
す
る
中
村
璋
八
氏
の
概
念
規
定（

（2
（

の
よ
う
に
、
多
く
の
思
想
、
信
仰
等
の
要
素
か
ら
成
る
宗
教
で
あ
る
と

言
え
る
。道

教
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
言
う
道
教
そ
れ
自
体
の
理
解
に
就
い
て
は
、
種
々
の
説
が
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
統
一
し

た
見
解
が
存
し
な
い
。（
中
略
）
こ
こ
で
は
、
漢
民
族
の
固
有
な
宗
教
で
、
そ
の
教
理
は
、
不
老
長
生
を
求
め
る
神
仙
説
を
中
心
に
、

中
国
の
伝
統
的
な
思
想
で
あ
る
儒
教
、
外
来
思
想
で
あ
る
仏
教
を
始
め
、
老
荘
思
想
、
讖
緯
思
想
、
陰
陽
説
、
五
行
説
や
、
さ
ら
に

は
占
卜
、
占
星
、
天
文
学
な
ど
の
説
、
本
草
、
経
絡
な
ど
の
原
始
医
学
や
健
康
法
、
巫
祝
の
呪
術
な
ど
の
多
く
の
要
素
を
取
り
入
れ

て
形
成
さ
れ
た
雑
多
な
も
の
を
含
み
、
そ
の
主
要
な
目
的
は
、
漢
民
族
が
最
も
希
求
す
る
不
老
長
生
を
如
何
に
し
て
実
現
す
る
か
と

い
う
極
め
て
現
実
的
な
宗
教
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

こ
の
神
仙
思
想
や
諸
々
の
信
仰
、
占
い
、
健
康
法
等
を
含
ん
だ
雑
多
な
も
の
の
集
大
成
で
あ
る
道
教
は
、
古
代
の
大
陸
と
の
交
渉
に
よ

六
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七

り
我
国
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
中
村
氏
も
言
う
よ
う
に
、「
日
本
の
自
然
や
風
土
の
中
で
発
生
し
た
民
間
信
仰
の
中
に

混
入
し
、
思
想
・
信
仰
と
し
て
の
道
教
そ
の
も
の
は
、
仏
教
や
儒
教
と
は
異
な
っ
て
断
片
的
な
思
想
や
要
語
は
と
も
か
く
と
し
て
、
明
確

な
信
仰
そ
の
も
の
と
し
て
は
定
着
し
な
か
っ
た
」と
さ
れ
る
。
中
村
氏
の
論
考
で
は
陰
陽
道
を
司
っ
た
平
安
末
の
賀
茂
家
栄（
一
〇
五
五
？

～
一
一
三
六
）
の
『
陰
陽
雑
書
』
に
は
、「
急
々
如
律
令
」
と
い
う
、
元
々
漢
代
の
公
文
書
で
あ
っ
た
祈
禱
文
言
が
見
え
、
こ
れ
が
日
本

の
陰
陽
道
や
修
験
道
に
も
し
ば
し
ば
見
え
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
賀
茂
家
栄
の
時
代
は
院
政
期
に
あ
た
り
、
吉
備
入
唐
譚
が
語
ら
れ

た
時
代
と
も
重
な
る
。

村
山
修
一
氏
は
、
院
政
期
陰
陽
道
の
特
徴
と
し
て
、（
以
下
引
用
者
要
約
）
①
陰
陽
道
界
が
そ
れ
以
前
の
摂
関
家
よ
り
上
皇
の
支
配
を

多
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
例
え
ば
頻
繁
な
改
元
）。
②
前
述
の
陰
陽
頭
賀
茂
家
栄
が
優
れ
た
陰
陽
家
の
指
南
書
『
雑
書
』
を
著

わ
し
た
こ
と
。
③
安
倍
清
明
五
代
の
孫
安
倍
泰
親
の
よ
う
な
傑
出
し
た
陰
陽
家
が
出
て
い
る
こ
と
。
④
大
江
匡
房
な
ど
の
学
者
も
陰
陽
道

に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
。（
例
え
ば
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
易
に
関
す
る
文
献
の
蒐
集
（
稿
末
の
注
に
『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』
抜
粋

掲
載（

（2
（

）
を
挙
げ
て
お
り
、
右
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ
の
時
期
が
、「
日
本
陰
陽
道
形
成
の
頂
点
を
な
す
時
期（

（3
（

」
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

右
の

（一）
、

（二）
の
考
察
か
ら
理
解
で
き
る
点
を
ま
と
め
る
と
、
吉
備
大
臣
は
、
初
対
面
の
鬼
か
ら
我
が
身
を
守
る
た
め
に
、
隠
身
の
封
の

呪
術
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
鬼
が
見
え
る
術
に
よ
り
安
倍
仲
麻
呂
の
幽
鬼
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
異
界
と
向
き
合

う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
備
大
臣
は
、
こ
の
冥
界
に
属
す
る
鬼
と
対
話
し
、
そ
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
唐

人
の
課
し
た
難
題
を
乗
り
越
え
、
唐
人
を
圧
倒
す
る
こ
と
に
な
る
。                             
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三
、
飛
行
術

唐
人
た
ち
は
、
吉
備
大
臣
に
難
解
で
知
ら
れ
る
詩
文
総
集
『
文
選
』
を
読
ま
せ
る
と
い
う
難
題
を
与
え
た
。
吉
備
大
臣
は
鬼
の
助
け
に

よ
り
、『
文
選
』
の
講
義
所
へ
と
鬼
と
共
に
飛
行
し
、
そ
こ
で
儒
者
の
講
義
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
部
分
の
吉
備
大
臣
と
鬼
と
の

や
り
と
り
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
夕
、
ま
た
鬼
来
た
り
て
云
は
く
、「
こ
の
国
に
議は

か

る
事
あ
り
。
日
本
の
使
の
才
能
は
奇
異
な
り
。
書ふ

み

を
読
ま
し
め
て
、
そ
の

誤
り
を
笑
は
ん
と
す
」
と
云
々
。
吉
備
云
は
く
、「
何
の
書
な
り
や
」
と
。
鬼
云
は
く
、「
こ
の
朝て

う

の
極
め
て
読
み
難
き
古
書
な
り
。

文も
ん

選ぜ
ん

と
号な

づ

く
と
て
、
一
部
三
十
巻
、
諸
家
の
集
の
神し

ん

妙べ
う

の
物
を
撰え

ら

び
集
む
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
云
々
。（
中
略
）「
楼
を
閉
じ
た
り
。

争い
か
でか

出
で
ら
る
べ
き
や
」
と
云
ふ
に
、
鬼
云
は
く
、「
我
は
飛
行
自
在
の
術
有
り
。
到
り
て
聞
か
ん
と
思
ふ
」
と
云
ひ
て
、
楼
の
戸

の
隙ひ

ま

よ
り
出
で
て
、
相
共
に
文
選
の
講
所
に
到
る
。（
以
下
略
）

右
の
引
用
部
分
の
鬼
と
大
臣
の
会
話
の
後
に
は
、
（三）
飛
行
術
（『
文
選
』
講
義
所
へ
の
飛
行
）
が
見
ら
れ
る
。
大
臣
は
講
義
所
で
儒
者

の
講
義
を
一
晩
中
聴
き
、『
文
選
』
を
暗
誦
し
難
題
解
決
の
法
を
探
っ
た
。

吉
備
入
唐
譚
に
限
ら
ず
、
飛
行
術
は
説
話
作
品
に
出
て
く
る
方
術
で
、
例
え
ば
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
の
、「
女を

み
な
み
さ
を

人
風
声
な
る
行

お
こ
な
ひを

好

み
仙

ひ
じ
り

草く
さ

を
食
ひ
て
現

う
つ
つ

の
身
に
天
に
飛
ぶ
縁

こ
と
の
も
と

第
十
三（

（3
（

」
は
、女
の
高
潔
さ
に
感
応
し
た
仙
草
を
食
べ
女
が
昇
天
し
た
話
で
あ
り
、ま
た
、『
今

昔
物
語
集
』
巻
第
十
一
「
久く

米め
の

仙せ
ん

人に
ん

、
始

は
じ
め
て
く
め
で
ら
を
つ
く
れ
る
こ
と

造
久
米
寺
語
第
二
十
四（

（3
（

」
で
は
、
飛
行
の
秘
術
を
体
得
し
た
久
米
仙
人
が
、
愛
欲
の
心
を
起
こ

し
女
の
前
に
落
下
し
た
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
ど
ち
ら
も
神
仙
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
に
起
源
を
持
つ
神
仙
世
界
の
仙
人
は

『
論
衡
』
に
よ
れ
ば
、
次
に
掲
げ
る
引
用
の
よ
う
に
翼
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
漢
時
代
の
背
に
翼
を
持
つ
仙
人
像
が
西
安
か
ら
出
土

し
て
い
る（

（3
（

。

仙
人
有
翼
、
安
足
以
驗
長
壽
乎
（
仙
人
の
翼
有
る
も
、
安
ん
ぞ
以
て
長
壽
を
驗
す
る
に
足
ら
ん
や
。）

（
山
田
勝
美
『
論
衡
上
』
新
釈
漢
文
大
系
68
、
無
形
第
七
末
尾
一
二
〇
頁
。）

八
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こ
の
記
事
は
、
神
仙
と
飛
行
と
の
か
な
り
古
く
か
ら
の
結
び
付
き
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

陰
陽
道
術
と
し
て
飛
行
術
は
見
当
た
ら
な
い
が
、神
仙
の
術
と
し
て
は
、窪
徳
忠
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、我
々
が
仙
人
と
呼
ぶ
存
在
は
、

中
国
で
は
神
仙
と
い
わ
れ
る
と
し
、「
前
四
世
紀
の
後
半
か
ら
前
三
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
の
こ
ろ
、
一
部
の
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
あ
る

空
を
と
ぶ
存
在
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
事
実
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
方
士
が
神
仙
説
を
と
な
え
だ
し
た
こ
ろ
、
僊
人

と
い
う
空
想
的
な
存
在
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
の
性
格
の
ひ
と
つ
に
空
を
と
ぶ
存
在
と
い
う
考
え
方
を
取
り
い
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
臆
測

さ
れ
る
」
と
の
見
解（

（3
（

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
下
出
積
与
氏
も
聖
徳
太
子
の
伝
承
の
不
思
議
な
現
象
と
し
て
、「
神
馬
と
と
も
に
東
国
の
富
士
や
北
陸
に
疾
駆
さ
れ
た
行
動
は

全
く
シ
ナ
の
神
仙
と
類
似
の
も
の
で
（『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』）、
こ
の
場
合
の
神
馬
は
あ
た
か
も
彼
の
地
に
お
け
る
鶴
や
竜
に
似

た
役
割
を
演
じ
て
い
る（

（3
（

。」
と
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
伝
承
に
お
け
る
飛
翔
、
飛
行
の
例
と
同
様
、
吉
備
大
臣
の
入
唐
中
の

活
躍
の
背
景
と
し
て
、
飛
行
術
を
使
う
鬼
と
同
じ
く
、
大
臣
に
も
飛
行
能
力
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
が
、
幽
閉
と
い
う
制
約
か
ら
大
臣
を
解

き
放
つ
一
つ
の
機
構
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
『
雲
笈
七
籖
』
巻
二
〇
「
三
洞
経
教
部
・
太
上
飛
行
九
神
玉
経
」
に
、「
飛
歩
」
と
い
う
雑
術
が
あ
る（

（3
（

と
さ
れ
る
他
、『
抱
朴
子
』

内
篇
の
遐
覧
篇（

（3
（

（
傍
線
引
用
者
）
に
は
、

玉
女
隱
微
一
巻
有
り
、
亦ま

た

形
を
化
し
て
飛
禽
走
獣
及
び
金
木
玉
石
と
爲
し
、
雲
を
興
し
て
雨
を
致
す
こ
と
方
百
里
、
雪
も
亦
之か

く

の
如

し
、
大
水
を
渡
る
に
舟
梁
を
用
ひ
ず
、
形
を
分
ち
て
千
人
と
爲
し
、
風
に
因
り
て
高
く
飛
び
、
無む

間げ
ん

に
出
入
し
、
能
く
氣
を
吐
き
て

七
色
と
な
り
、
坐ゐ

な
が
ら
八
極
及
び
地
下
の
物
を
見
、
光
を
放
つ
こ
と
萬
丈
に
し
て
、
冥く

ら

き
室
も
自

お
の
づ
から

明
と
な
る
、
亦ま

た

大
術
な
り
。

と
あ
り
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、『
玉
女
隱
微
』
の
術
を
使
え
ば
、
風
に
乗
じ
て
高
く
飛
び
、
無
限
の
大
空
に
出
入
で
き
る
と
あ
り
、
神
仙

の
飛
行
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
説
い
て
い
る
。

因
み
に
『
三
教
指
帰
』
巻
中
の
道
教
を
論
じ
た
「
虚
亡
隠
士
論
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
を
見
出
せ
る
。

〔
訓
読
文
〕上
は
蒼さ

う

蒼さ
う

に
跨

ま
た
が

つ
て
翺か

う

翔し
や
うし

、
下し

も

は
倒た

う

景け
い

を
躡ふ

む
で
忀

し
や
う

徉や
う

す
。
心
馬
に
鞭
う
つ
て
八
極き

よ
くに

馳
せ
、
意い

車し
や

に
油
さ
し
て
九き

う

空く
う

九
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に
戲

た
は
ぶ

る
。（
日
本
古
典
文
學
大
系
71
『
三
教
指
歸
』）

〔
現
代
語
訳
〕上
は
青
空
を
踏
ん
で
天
翔
け
り
、
下
は
太
陽
を
足
も
と
に
眺
め
て
思
い
の
ま
ま
遊
び
あ
る
く
。
心
の
馬
に
鞭む

ち

う
っ
て
宇

宙
を
く
ま
な
く
駆
け
め
ぐ
り
、
意

こ
こ
ろ

の
車
に
油
さ
し
て
天
空
を
あ
ま
ね
く
遊
び
ま
わ
り
、（
福
永
光
司
訳
、『
空
海 

三
教

指
帰
ほ
か
』
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
Ｊ
16
）

右
の
引
用
部
分
の
出
典
は
、
全
体
的
に
『
文
選
』（
何
晏
「
景
福
殿
の
賦
」、
張
衡
「
思
玄
賦
」
等
）
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
「
倒た

う

景け
い

を
躡ふ

む
」
は
『
抱
朴
子
』
対
俗
篇
「
虛
に
登
り
景か

げ

を
躡ふ

み（
（3
（

」
に
拠
っ
て
い
る
。

匡
房
は
晩
年
に『
本
朝
神
仙
伝
』も
撰
述
し
て
い
る
が
、そ
こ
に
は
現
在
こ
の
書
に
伝
え
ら
れ
る
神
仙
三
十
一
人
の
う
ち
約
三
分
の
一（
仙

人
の
伝
の
番
号
と
仙
人
は
、
２
上
宮
太
子
、
３
役
優
婆
塞
、
４
泰
澄
、
８
報
恩
大
師
、
11
陽
勝
、
12
陽
勝
弟
子
童
、
14
藤
太
主
・
源
太
主
、

21
大
嶺
仙
、
22
竿
打
仙
、
24
中
算
上
人
童
、
26
東
寺
僧
）
が
、
昇
天
或
い
は
飛
行
能
力
を
持
つ
、
と
井
上
光
貞
氏
は
指
摘（

（3
（

し
て
い
る
。

『
本
朝
神
仙
伝
』
と
い
う
我
国
の
仙
伝
を
撰
述
し
た
匡
房
は
、
神
仙
の
存
在
に
相
当
な
興
味
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
神
仙
思
想
に
も
通
じ
て
い
た
匡
房
が
、
外
祖
父
橘
孝
親
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
、
陰
陽
道
方
術
を
主
と
す

る
吉
備
大
臣
入
唐
譚
の
鬼
の
飛
行
と
い
う
自
身
の
興
味
に
合
う
怪
異
を
語
り
、
尊
崇
す
る
吉
備
大
臣
の
活
躍
を
筆
録
さ
せ
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。四

、
止
瀉
術

『
文
選
』
の
試
問
で
見
事
吉
備
大
臣
に
謀
ら
れ
た
唐
人
側
は
、
更
に
、
大
臣
の
技
芸
を
試
す
た
め
に
、
唐
人
と
の
囲
碁
戦
を
仕
組
ん
で

い
る
、
と
の
情
報
が
鬼
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
吉
備
大
臣
は
、
楼
の
天
井
を
使
い
囲
碁
を
研
究
し
一
夜
で
「
持ぢ

」（
引
き
分
け
）
と
な
る

よ
う
に
囲
碁
を
習
得
し
て
し
ま
っ
た
。
い
よ
い
よ
本
番
と
な
り
、
碁
石
の
白
石
を
日
本
と
し
、
黒
石
を
唐
土
と
し
て
勝
負
と
な
っ
た
。
大

一
〇
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臣
は
、
唐
土
の
囲
碁
の
上
手
相
手
に
「
持
」
に
持
ち
込
み
勝
負
が
つ
か
な
い
局
面
で
、
唐
土
側
の
黒
石
を
呑
み
込
み
、
そ
の
結
果
唐
側
の

負
け
と
な
っ
た
。
唐
人
ら
は
怪
し
み
碁
石
の
数
も
確
認
の
う
え
、
占
い
者
に
占
わ
せ
る
と
、
碁
石
は
大
臣
が
呑
み
こ
ん
だ
こ
と
が
判
明
し

た
。
唐
人
は
呵か

梨り

勒ろ
く

丸ぐ
わ
ん（

通
便
の
薬
）
を
飲
ま
せ
呑
み
込
ん
だ
黒
の
碁
石
を
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
大
臣
は
「
止
む
る
封
」
を
使
い
つ

い
に
日
本
の
勝
ち
と
な
っ
た
。
こ
の
話
で
は
、
（四）
止
瀉
術
（
腹
中
に
碁
石
を
止
め
る
固
め
の
呪
術
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。

吉
備
大
臣
は
、
こ
の
よ
う
に
技
芸
に
も
優
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
が
、
そ
れ
で
も
危
う
く
負
け
そ
う
に
な
り
、
窮
余
の
一
策
と
し
て
碁

石
を
呑
み
込
み
、
そ
の
後
、
呪
術
を
使
い
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
展
開
は
、
唐
人
と
の
接
戦
に
持
ち
込
み
「
持
」
と
な
っ
た
後
に
、

相
手
の
碁
石
を
呑
み
込
み
、
さ
ら
に
こ
れ
を
腹
中
に
止
め
る
「
封
」
を
使
う
と
い
う
、
話
を
面
白
く
す
る
工
夫
が
見
え
隠
れ
す
る
。
こ
こ

で
も
鬼
の
出
現
時
や
『
文
選
』
の
試
問
同
様
、
吉
備
大
臣
の
危
機
の
場
面
で
「
術
」
が
使
わ
れ
唐
人
に
勝
ち
と
な
る
。
こ
の
話
の
裏
に
は

唐
土
対
日
本
の
文
化
的
格
差
の
意
識
も
垣
間
見
え
る
。
と
に
か
く
、
唐
土
に
勝
ち
唐
人
を
圧
倒
す
る
と
い
う
事
が
、
こ
の
入
唐
譚
に
お
け

る
吉
備
大
臣
の
使
命
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

                                             

五
、
唐
土
の
日
月
を
封
じ
込
め
る
術

唐
人
の
課
す
相
次
ぐ
難
問
を
乗
り
切
っ
て
き
た
吉
備
大
臣
に
出
さ
れ
た
最
後
の
難
題
は
、
僧
宝
志
作
の
未
来
記
「
野
馬
台
詩
」
の
解
読

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
漢
字
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
未
来
記
は
何
処
か
ら
読
む
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
も
の
で
、
帝
王
の
前
で
こ
れ
を
読
め

と
言
わ
れ
た
吉
備
大
臣
は
目
も
眩
み
文
字
も
見
え
な
い
。
そ
こ
で
、
心
に
遙
か
日
本
の
仏
神
（
住
吉
大
明
神
・
長
谷
寺
観
音
）
を
祈
念
す

る
と
、
一
匹
の
蜘
蛛
が
降
り
て
き
て
、
そ
の
糸
を
頼
り
に
読
む
と
、
見
事
読
み
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
臣
の
祈
り
は
神
仏
に
通
じ
、

そ
の
験
は
た
ち
ま
ち
に
現
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
神
仏
の
冥
助
が
読
み
取
れ
る
。
吉
備
大
臣
が
遭
遇
し
た
危
難
を
救
っ
た
も
の
は
、
大
臣
自

身
の
方
術
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
神
仏
の
力
で
も
あ
っ
た
。
森
克
己
氏
も
吉
備
大
臣
の
こ
の
祈
り
に
ふ
れ
「
こ
う
し
て
遣
唐
使
の
海
洋
航

一
一
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海
に
際
し
て
は
、
乗
船
前
や
船
中
に
お
い
て
航
海
の
平
安
を
神
仏
に
祈
っ
た
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
神
と
し
て
は
、
最
も
住
吉
神
社
が
崇

仰
さ
れ
、
仏
と
し
て
は
観
音
、
特
に
長
谷
寺
観
音
が
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。

「
野
馬
台
詩
」
の
解
読
を
目
の
当
た
り
に
し
た
帝
王
や
未
来
記
の
作
者
宝
志
は
ひ
ど
く
驚
き
、
吉
備
大
臣
は
再
度
楼
に
幽
閉
さ
れ
食
物

も
断
た
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
大
臣
は
、
鬼
の
援
助
に
よ
り
当
地
の
百
年
を
経
た
双
六
の
筒ど

う

（
棗

な
つ
め

）、
簺さ
い

、
盤
（
楓
）
を
揃
え
て
も
ら
い
、

次
の
本
文
の
よ
う
な
秘
術
を
行
っ
た
。

簺さ
い

を
枰へ

い

の
上
に
置
き
て
筒
を
覆
ふ
に
、
唐
土
の
日じ

つ

月げ
つ

封
ぜ
ら
れ
て
、
二
、三
日
ば
か
り
現
れ
ず
し
て
、
上
は
帝
王
よ
り
下
は
諸
人

に
至
る
ま
で
、
唐
土
大
い
に
驚
き
騒
ぎ
、
叫さ

喚け

ぶ
こ
と
隙ひ

ま

な
く
天
地
を
動

と
ど
ろ

か
す
。

こ
の
術
は
、
（五）
唐
土
の
日
月
を
封
じ
込
め
る
術
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
引
用
本
文
の
通
り
、
唐
土
の
社
会
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。

そ
れ
は
方
術
と
い
っ
て
も
特
定
の
個
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
月
を
と
も
に
封
じ
て
し
ま
う
と
い
う
、
天
空
に
変
化
を
起
こ

さ
せ
る
秘
術
を
行
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

唐
人
側
は
、
こ
の
天
空
の
異
変
を
占
わ
せ
た
結
果
、
術
を
使
う
者
が
日
月
を
封
じ
た
の
だ
と
推
測
し
、
そ
の
者
の
方
角
も
占
わ
せ
る
と
、

吉
備
の
い
る
所
で
あ
っ
た
。
吉
備
大
臣
は
「
我
は
知
ら
ず
、
も
し
我
を
冤え

ん

陵り
ょ
うせ

ら
る
る
に
よ
り
て
、
一ひ

と

日ひ

、
日
本
の
仏
神
に
祈
念
す
る
に
、

自お
の
づ
から

感か
ん

応の
う

有
る
か
。
我
を
本
朝
に
還か

へ

さ
せ
ら
る
べ
く
は
、日
月
何
ぞ
現
れ
ざ
ら
ん
や
」
と
答
え
、唐
側
も
大
臣
を
帰
朝
さ
せ
る
こ
と
に
し
、

「
よ
り
て
筒ど

う

を
取
れ
ば
、
日
月
と
も
に
現
は
る
。」
と
な
り
、
吉
備
大
臣
は
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
使
わ
れ
る
方
術
は
、
初
期
の
陰
陽
道
家
吉
備
大
臣
の
方
術
の
最
大
の
見
せ
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
前
掲
の
村
山
氏
は
、
こ
の
術

に
つ
い
て
、「
真
備
は
鬼
に
命
じ
て
唐
に
あ
る
百
年
を
経
た
雙
六
筒
と
簺さ
い

盤ば
ん

（
す
ご
ろ
く
ば
ん
）
を
と
り
よ
せ
さ
せ
、
こ
の
筒
と
盤
（
多

分
天
地
の
式

ち
ょ
く

盤
で
あ
ろ
う
）
を
用
い
て
日
月
を
封
じ
た
た
め
、
天
下
暗
黒
で
唐
土
は
大
騒
動
と
な
っ
た（

（4
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
式

ち
ょ
く

盤
と
は
、

陰
陽
道
で
使
う
「
陰
陽
を
推
し
吉
凶
を
占
ふ
に
用
ふ
る
具（

（4
（

」
で
あ
る
。
そ
の
形
状
は
、
円
形
の
天
盤
と
方
形
の
地
盤
と
か
ら
成
り
、
十
干

十
二
支
や
二
十
八
宿
、
方
位
が
記
さ
れ
、
吉
凶
を
占
う
た
め
の
道
具
で
あ
る
。

私
見
で
は
、
坂
出
祥
伸
氏
が
占
い
の
背
景
を
な
す
世
界
観
と
し
て
の
「
氣
」
の
観
念
に
つ
い
て
、

一
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前
述
の
六
壬
式
盤
の
場
合
は
、
天
盤
に
示
さ
れ
た
天
の
十
二
分
野
に
生
じ
る
星
の
異
變
現
象
が
そ
れ
に
對
應
す
る
地
の
十
二
分
野

に
も
た
ら
す
災
異
を
豫
測
す
る
占
い
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
、
天
の
氣
と
地
の
氣
と
の
相
感
と
い
う
觀
念
に
基
づ
い
て
い
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
点（

（4
（

を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
式
盤
を
使
っ
た
唐
土
の
日
月
を
封
じ
る
術
は
、
天
地
間
の
相
感
関
係
を
応
用
し
、
式
盤
上
の
操

作
（
術
）
を
行
う
こ
と
で
、地
上
か
ら
天
空
（
日
月
）
に
向
け
て
逆
方
向
に
異
変
を
起
こ
さ
せ
る
秘
術
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
。

吉
備
大
臣
は
、
こ
の
入
唐
譚
の
第
２
段
で
、
鬼
の
出
現
に
対
し
、「
我
は
こ
れ
日
本
国
王
の
使

つ
か
ひ

な
り
。
王わ

う

事じ

盬も
ろ

き
こ
と
靡な

し
。
鬼
何
ぞ

伺
ふ
や
」
と
言
っ
て
お
り
、
国
王
の
使
い
と
し
て
の
大
臣
の
強
い
使
命
感
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
第
５
段
で
大
臣
が
方
術
を
使
っ
た
理

由
も
、
日
本
国
王
の
使
い
で
あ
る
自
分
を
幽
閉
し
、
更
に
そ
の
命
を
絶
と
う
と
す
る
唐
人
側
へ
の
最
終
手
段
の
方
術
（
呪
詛
）
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

壬
申
の
乱
勃
発
の
際
大
海
人
皇
子
（
天
武
帝
）
は
横
河
で
自
ら
式
盤
で
天
下
の
形
勢
を
占
な
っ
て
い
る
。

横よ
こ

河が
は

に
及い

た

ら
む
と
す
る
に
、
黒く

ろ

雲く
も

有あ

り
。
広ひ

ろ

さ
十
余
丈ぢ

や
うに

し
て
天あ

め

に
経わ

た

れ
り
。
時
に
天
皇
、
異あ

や

し
び
た
ま
ひ
、
則
ち
燭
を
挙あ

げ
て
親

み
づ
か

ら
式

ち
よ
く

を
秉と

り
、
占

う
ら
な

ひ
て
曰

の
た
ま

は
く
、「
天て

ん

下か

両
り
や
う

分ぶ
ん

の
祥

し
る
し

な
り
。
然し

か

し
て
朕わ

れ

遂つ
ひ

に
天
下
を
得え

む
か
」
と
の
た
ま
ふ
。（『
日
本
書
紀
』
巻
第

二
十
八
天
武
天
皇 

上（
（4
（

）

天
武
帝
は
戦
時
で
式
盤
を
使
い
占
っ
て
お
り
、
ま
た
吉
備
大
臣
も
唐
土
で
の
非
常
事
態
で
、
式
盤
を
使
う
秘
術
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
国

王
の
使
い
と
し
て
国
威
を
か
け
た
方
術
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

六
、
ま　

と　

め

こ
こ
で
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
こ
の
ま
と
め
で
は
、
は
じ
め
に
で
述
べ
た
次
の
各
項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
総
括
を
し
、
若
干
の

一
三
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一
四

私
見
を
加
え
て
お
き
た
い
。

Ⅰ
『
江
談
抄
』
吉
備
入
唐
譚
で
見
ら
れ
た
吉
備
大
臣
の
方
術
と
い
う
機
構
に
よ
る
異
界
へ
の
越
境
と
方
術
各
々
の
思
想
的
源
泉
を
探
り
、

本
話
に
於
け
る
方
術
の
役
割
を
考
究
し
た
い
。

Ⅱ
儒
者
で
あ
る
匡
房
の
異
界
と
の
関
わ
り
や
、
院
政
期
文
化
の
諸
思
想
の
複
合
的
役
割
も
考
察
し
た
い
。

Ⅲ
入
唐
譚
を
語
る
匡
房
の
儒
学
者
と
い
う
枠
に
収
ま
ら
な
い
新
た
な
匡
房
像
を
照
射
し
た
い
。

【
Ⅰ
】
吉
備
入
唐
譚
で
の
方
術
に
よ
る
異
界
へ
の
越
境
、
及
び
方
術
の
思
想
的
源
泉
や
役
割

以
上
の
吉
備
大
臣
入
唐
譚
の
（一）
か
ら
（五）
の
方
術
の
考
察
に
基
づ
い
て
、
本
話
の
中
で
方
術
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
何
点
か
言
及
し
て
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

吉
備
大
臣
は
、
入
唐
し
て
学
問
を
学
び
、「
諸
道
、
芸
能
に
博ひ

ろ

く
達い

た

り
、
聡そ

う

恵け
い

な
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
「
唐も

ろ

土こ
し

の
人
す
こ

ぶ
る
恥
づ
る
気

け
は
ひ

有
り
。」
と
な
り
、
唐
人
の
不
快
感
を
買
い
楼
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
文
化
先
進
国
と
し
て
の
唐
土
の
プ
ラ

イ
ド
が
あ
り
、
一
方
、
日
本
国
の
使
い
で
あ
る
吉
備
大
臣
も
ま
た
、
唐
土
に
先
進
文
化
を
学
ぶ
立
場
で
は
あ
っ
て
も
、
日
本
国
王
の
使
い

と
し
て
国
を
背
負
っ
た
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
の
緊
張
関
係
の
中
で
こ
の
入
唐
譚
は
展
開
し
て
い
く
。

ま
と
も
な
対
戦
で
は
聡
恵
な
大
臣
に
勝
て
な
い
唐
人
は
、
難
題
を
準
備
し
大
臣
に
恥
を
か
か
せ
る
企
み
を
実
行
す
る
が
、
こ
の
危
機
的

事
態
に
現
れ
た
の
が
鬼
（
安
倍
仲
麻
呂
の
幽
鬼
）
で
あ
っ
た
。
大
臣
は
、鬼
が
見
え
た
訳
だ
か
ら
「
見
鬼
術
」
が
使
え
た
こ
と
に
な
る
が
、

最
初
こ
そ
鬼
を
警
戒
し
「
隠
身
の
封
」
を
使
い
我
が
身
を
隠
す
が
、
唐
土
で
亡
く
な
っ
た
鬼
の
事
情
を
理
解
し
て
か
ら
は
、
鬼
の
協
力
に

よ
り
、
唐
人
の
陰
謀
を
切
り
抜
け
る
こ
と
に
な
る
。
大
臣
は
鬼
と
同
じ
く
「
飛
行
術
」
を
使
い
『
文
選
』
の
試
問
で
見
事
に
唐
人
を
や
り

込
め
る
が
、
こ
の
構
図
は
、
唐
人
の
陰
謀
対
諸
道
に
通
じ
た
大
臣
の
方
術
と
冥
界
の
鬼
の
協
力
、
と
い
う
形
に
な
る
。
次
な
る
謀
略
で
あ

る
唐
人
と
の
囲
碁
戦
に
於
い
て
も
、
そ
の
情
報
は
鬼
に
よ
り
大
臣
に
齎
さ
れ
て
お
り
、
唐
人
と
の
勝
負
は
大
臣
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
鬼
の
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五

存
在
は
重
要
で
あ
る
。
結
局
、
大
臣
の
碁
石
を
飲
み
込
む
奇
策
と
「
止
瀉
術
」
に
よ
り
、
こ
の
勝
負
は
日
本
の
勝
ち
と
な
る
。
こ
れ
以
上

負
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
唐
人
は
周
到
な
準
備
を
し
て
、
大
臣
に
「
野
馬
台
詩
」
解
読
を
課
し
た
。
こ
の
緊
迫
し
た
場
面
で
大
臣
は
日
本

の
神
仏
の
冥
助
に
よ
り
危
難
を
脱
す
る
が
、
怒
っ
た
唐
人
は
再
度
大
臣
を
楼
に
閉
じ
込
め
餓
死
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
絶
体
絶
命
の
危

機
を
救
っ
た
も
の
は
、
や
は
り
大
臣
の
「
唐
土
の
日
月
を
封
じ
る
」
と
い
う
超
人
的
な
方
術
で
あ
っ
た
。

本
入
唐
譚
に
見
え
る
方
術
は
そ
の
多
く
が
、
所
謂
神
仙
術
で
あ
る
と
い
う
有
機
的
な
連
関
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
窪
徳
忠
氏
が
各
種

の
道
教
文
献
か
ら
集
め
た
方
術
は
、
本
入
唐
譚
に
登
場
す
る
方
術
と
重
な
っ
て
い
る（

（4
（

（
私
見
で
は
隠い

ん

形け
い

法
、
役え

き

鬼き

狐こ

法
、
迅じ

ん

行こ
う

符ふ

等
が
吉

備
入
唐
譚
と
関
連
す
る
）。
吉
備
真
備
が
日
本
陰
陽
道
史
上
の
初
期
の
陰
陽
家
で
あ
る
（
安
倍
清
明
以
前
に
は
、
真
備
は
陰
陽
道
の
始
祖

と
さ
れ
て
い
る
。）
点
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
に
於
け
る
道
教
文
化
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。

匡
房
が
外
祖
父
橘
孝
親
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
言
う
吉
備
大
臣
入
唐
譚
の
構
図
は
、
基
本
的
に
唐
人
の
陰
謀
対
諸
道
に
通
じ
た
大
臣
の
方

術
と
冥
界
の
鬼
の
協
力
、
と
い
う
形
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
も
様
々
な
視
点
か
ら
解
釈
し
う
る
。
本
入
唐
譚
に
於
け
る
方
術
の
役
割
は

次
の
（1）
と
（2）
の
二
重
の
働
き
を
し
て
い
る
。

（1）
唐
土
対
日
本
の
文
化
的
対
決
と
い
う
対
立
軸
に
介
在
し
、
こ
の
話
の
展
開
を
左
右
す
る
働
き
。

（2）
現
世
対
異
界
、
と
い
う
対
極
的
な
二
つ
の
世
界
に
跨
り
、
両
界
の
通
交
手
段
と
な
る
働
き
。

【
Ⅱ
】
匡
房
の
異
界
へ
の
関
わ
り
と
院
政
期
文
化
の
複
合
的
役
割

吉
備
大
臣
の
話
に
鬼
が
登
場
す
る
要
因
と
し
て
、
匡
房
が
生
き
た
院
政
期
の
時
代
相
と
、
匡
房
の
興
味
、
関
心
の
在
り
処
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
当
時
は
、
史
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
終
末
思
想
主
流
の
不
安
要
素
の
多
い
時
代
で
あ
っ
た
。
世
上
の
妖

異
に
つ
い
て
は
、川
口
久
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
京
都
に
狐
妖
の
変
が
あ
り（
（4
（

匡
房
は
『
狐
媚
記（
（4
（

』（
原
文
漢
文
）

を
記
し
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
は
「
嗟あ

乎あ

、
狐
媚
の
変
異
は
、
多
く
史
籍
に
載
せ
た
り
。
殷い

ん

の
妲だ

つ

己き

は
、
九
尾
の
狐
と
為な

り
、
任じ

む

氏
は
人

の
妻め

と
為
り
て
、
馬ば

嵬く
わ
いに

到
り
て
、
犬
の
た
め
に
獲え

ら
れ
き
。（
中
略
）
今
我
朝み

か
どに

し
て
、
正ま

さ

に
そ
の
妖
を
見
た
り
。
季す

ゑ

の
葉よ

に
及
ぶ
と
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一
六

い
へ
ど
も
、
怪
異
古

い
に
し
への

ご
と
し
。
偉あ

や

し
き
か
な
。」
と
都
の
恠
異
が
問
題
化
し
、
社
会
不
安
が
現
実
に
身
近
に
及
ん
で
き
た
感
想
を
綴
っ

て
い
る
。
怨
霊
や
生
霊
が
跋
扈
し
、
天
変
地
異
や
兵
乱
が
相
次
ぐ
世
相
は
、
庶
民
か
ら
貴
族
、
天
皇
に
至
る
ま
で
そ
の
心
理
状
態
は
、
不

安
が
大
き
く
翳
を
落
と
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
人
々
は
仏
事
（
例
え
ば
六
勝
寺
と
総
称
さ
れ
る
御
願
寺
の
建
立
な
ど
）
や
熊
野

詣
で
に
よ
る
魂
の
救
済
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
世
相
を
反
映
し
て
、
第
二
節
で
も
引
用
し
た
よ
う
に
「
日
本
陰
陽
道
形
成
の
頂
点

を
な
す
時
期
」（
村
山
修
一
氏
）
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
入
唐
譚
に
各
種
の
方
術
が
登
場
す
る
の
は
何
故
か
と
い
う
点
も
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
院
政
期
文
化
を
解
明
す
る
鍵
と

し
て
、
私
は
小
川
剛
生
氏
の
指
摘
す
る
「
類
聚
」
と
い
う
言
葉
が
重
要
な
視
点
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
小
川
氏
の
論
考（

（4
（

の
主
た
る

内
容
は
、
書
物
の
蒐
集
、
管
理
で
あ
る
が
、
院
政
期
文
化
を
特
徴
づ
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
同
種
の
事
物
を
集
成
す
る
こ
と
、
ま

た
そ
の
集
成
物
」
を
「
類
聚
」
と
い
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
後
白
河
法
皇
の
蓮
華
王
院
の
千
体
千
手
観
音
や
、
和
歌
資
料

を
集
成
し
た
ら
し
い
『
扶
桑
葉
林
』
や
詩
文
の
『
本
朝
文
粋
』、
明
法
道
の
『
法
曹
類
林
』
等
を
挙
げ
て
い
る
。
翻
っ
て
本
入
唐
譚
を
見

れ
ば
、
隠
身
術
や
見
鬼
術
等
々
の
方
術
の
「
類
聚
」
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
見
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
三
国
（
世

界
）
に
亘
る
膨
大
な
説
話
群
も
「
類
聚
」
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
匡
房
は
こ
の
入
唐
譚
に
於
い
て
方
術
の
「
類
聚
」
を
試
み
た
と
も
言
え
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
院
政
期
文
化
の
一
断
面
と
し
て
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
は
次
項
Ⅲ
の
よ
う
な
匡

房
の
興
味
、
関
心
の
方
面
と
思
想
的
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
Ⅲ
】
新
た
な
匡
房
像
へ
の
照
射

匡
房
は
儒
者
と
し
て
大
江
家
の
学
統
を
継
ぎ
、
博
覧
強
記
の
碩
学
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
興
味
、
関
心
は
多
岐
に
亘
り
、
例
え
ば
仏
教
を

深
く
信
仰
し
、
高
野
大
師
を
尊
崇
し
て
い
た（

（4
（

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
本
朝
神
仙
伝
』
を
撰
述
し
、
我
国
の
神
仙
の
迹
を
記
し
、
陰

陽
家
と
し
て
も
夢
占
い
や
改
元
勘
申
を
行
っ
て
い
る
。
堀
河
天
皇
の
御
病
気
に
際
し
て
は
易
筮
の
た
め
内
裏
に
召
さ
れ
て
お
り
、
呪
術
師

的
傾
向
も
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る（

（5
（

。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
匡
房
が
碩
儒
と
い
う
枠
に
収
ま
ら
な
い
幅
広
い
興
味
を
持
つ
学
者
で
あ
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七

り
、
ま
た
陰
陽
道
や
呪
術
、
占
い
に
も
通
じ
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
院
政
期
に
生
き
た
碩
学
匡
房
は
、
院
政
期
の
複
合
的

文
化
と
同
じ
く
そ
の
能
力
も
多
才
な
も
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
扱
っ
た
『
江
談
抄
』
吉
備
入
唐
譚
で
は
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
不
可
思
議
な
方
術
の
数
々
が
、
こ
の
話
を
語
る
匡
房
の
興
味
、

関
心
に
重
な
る
と
い
う
点
で
も
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
方
術
を
織
り
交
ぜ
た
吉
備
入
唐
譚
を
語
り
『
狐
媚
記
』
を
著
わ
し
、
儒
者
で
あ

り
な
が
ら
「
怪
・
力
・
乱
・
神
」
を
語
る
特
異
性
が
、
匡
房
の
思
想
解
明
の
基
底
に
置
か
れ
る
べ
き
重
要
事
項
で
あ
る
事
を
再
確
認
し
て

お
き
た
い
。
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宮
田
俊
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吉
備
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吉
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弘
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、
平
成
二
十
五
年
）
四
五
頁
。

（2）
青
木
和
夫
他
校
注
『
続
日
本
紀
二
』（
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
13
、
平
成
二
年
）
二
八
九
頁
。

（3）
堀
越
光
信
『
扶
桑
略
記
』
撰
者
考
（『
皇
學
館
論
叢
』
第
十
七
巻
第
六
号
、
皇
學
館
大
學
人
文
學
會
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
）

（4）
黑
板
勝
美
編
輯
『
扶
桑
略
記
』
第
六
（
新
訂
増
補
國
史
大
系
第
十
二
卷
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
五
年
）

天
平
七
年
乙
亥
四
月
辛廿

亥六

日
条
「
入
唐
留
學
生
從
八
位
下
々
道
朝
臣
眞
備
（
中
略
）
留
學
之
間
歷
十
九
年
。
凡
所
傳
學
。
三
史
五
經
。

名
刑
笇
術
。
陰
陽
曆
道
。
天
文
漏
剋
。
漢
音
書
道
。
秘
術
雜
占
。
一
十
三
道
。（
以
下
略
）」
な
お
「
一
十
三
道
」
の
区
切
り
方
は
新

日
本
古
典
文
学
大
系
32
『
江
談
抄
』
六
八
頁
、
脚
注
一
二
に
引
用
す
る
『
扶
桑
略
記
』
の
区
切
り
方
に
拠
る
。

（5）
平
林
盛
得
「
往
生
伝
と
江
談
抄
︱︱

大
江
匡
房
の
晩
年
︱︱

」（『
國
文
學
解
釋
と
鑑
賞
』
第
三
十
七
卷
四
号
、
昭
和
四
十
七
年
、『
聖

と
説
話
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
六
年
所
収
）

（6）
拙
稿
『
江
談
抄
』
吉
備
大
臣
入
唐
譚
の
意
味
す
る
も
の
︱︱

大
江
家
学
の
始
祖
説
話
︱︱

（『
國
文
學
試
論
』
第
27
号
、
大
正
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
、
平
成
三
十
年
二
月
）

（7）
出
雲
路
修
校
注
『
日
本
霊
異
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
30
、
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
）
六
〇
頁
。
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（8）
註

（7）
引
用
本
文
で
は
「
長
屋
親
王
」
と
さ
れ
る
が
、『
続
日
本
紀
二
』
巻
第
十
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
13
、岩
波
書
店
、二
〇
五
頁
）

天
平
元
年
二
月
十
日
条
に
拠
り
「
長
屋
王
」
と
す
る
。

（9）
中
田
祝
夫
校
注
・
訳
『
日
本
靈
異
記
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
６
、
小
学
館
、
昭
和
五
十
年
）
一
四
六
頁
。

（10）
池
上
洵
一
校
注
『
今
昔
物
語
集
三
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
35
、
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
）
二
五
～
二
六
頁
。

（11）
高
橋
貢
・
増
古
和
子
『
宇
治
拾
遺
物
語
上
』（
講
談
社
学
術
文
庫
２
４
９
１
、
平
成
三
十
年
）
二
二
七
～
二
三
六
頁
。

（12）
註

（11）
二
三
二
頁
。

（13）
横
手
裕
『
中
国
道
教
の
展
開
』（
山
川
出
版
社
、
平
成
二
十
年
）
五
〇
～
五
六
頁
。

（14）
坂
出
祥
伸
『
道
家
・
道
教
の
思
想
と
そ
の
方
術
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
二
十
一
年
）
一
七
三
頁
。

（15）
織
田
得
能
『
織
田
佛
教
大
辭
典
』
新
訂
重
版
（
大
藏
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
）
一
二
九
頁
、
一
五
四
頁
。

（16）
註

（15）
一
二
九
頁
。

（17）
今
野
達
校
注
『
今
昔
物
語
集
一
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
33
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
一
年
）
三
四
七
頁
脚
注
。

（18）
陳
永
正
主
編
『
中
國
方
術
大
辭
典
』（
中
山
大
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
五
九
五
頁
。

（19）
王
明
『
抱
朴
子
内
篇
校
釋
』
増
訂
本
（
新
編
諸
子
集
成
、
第
一
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
二
〇
頁
。

（20）
石
島
快
隆
訳
注
『
抱
朴
子
』（
岩
波
文
庫
、
昭
和
十
七
年
）
四
五
頁
。

（21）
本
田
濟
訳
注
『
抱
朴
子
内
篇
』（
東
洋
文
庫
５
１
２
、
平
凡
社
、
平
成
二
年
）
三
九
頁
。

（22）
註

（19）
二
八
四
頁
。

（23）
註

（20）
二
七
三
～
二
七
四
頁
。

（24）
註

（21）
三
二
七
頁
。 

（25）
永
積
安
明
・
池
上
洵
一
訳
『
今
昔
物
語
集
４
』（
東
洋
文
庫
１
０
４
、
平
凡
社
、
昭
和
四
十
二
年
）
一
二
二
頁
。

（26）
窪
徳
忠
『
道
教
史
』（
世
界
宗
教
史
叢
書
９
、
山
川
出
版
社
、
昭
和
五
十
二
年
）
四
二
頁
。

一
八
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（27）
中
村
璋
八「
陰
陽
道
に
お
け
る
道
教
の
受
容
」（
選
集
道
教
と
日
本
第
二
巻『
古
代
文
化
の
展
開
と
道
教
』、雄
山
閣
、平
成
九
年
、所
収
）

一
四
五
～
一
六
三
頁
。
拙
稿
の
こ
の
引
用
に
続
く
、
中
村
氏
の
見
解
も
同
論
考
に
拠
る
。

（28）
既
に
「
急
々
如
律
令
」
は
、こ
の
他
、藤
原
実
資
（
九
五
七
～
一
〇
四
六
）『
小
野
宮
年
中
行
事
』（『
羣
書
類
從
』
第
五
輯
、公
事
部
六
）

正
月
の
「
元
正
朝
。
拜
天
地
四
方
屬
星
及
二
陵
事
。」
に
も
見
え
る
。

（29）
『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
』（
長
澤
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
編
『
日
本
書
目
大
成
』
第
一
巻
、
汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
四
年
所
収
）
四
七
頁
。

※
以
下
の
抜
粋
で
括
弧
内
は
分
ち
書
き
の
部
分
で
あ
る
。

　
「
一
合
第
一
櫃
周
易
一
部
十
巻
（
九
箇
巻
・
巻
欠
巻
十
）
同
注
疏
経
一
部
十
巻
周
易
副
象
二
巻
（
上
下
）

　

周
易
集
注
二
巻
四
五
易
通
統
卦
驗
玄
圖
一
巻
周
易
畧
例
二
巻
（
一
巻
注
・
一
巻
疏
虫
損
）
周
易
音
義
一
巻
」

（30）
村
山
修
一
「
陰
陽
道
」（「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
『
平
安
時
代
の
信
仰
と
生
活
』、至
文
堂
、平
成
四
年
、所
収
）
七
九
～
一
〇
一
頁
。

（
院
政
期
陰
陽
道
に
つ
い
て
は
、
八
三
～
八
五
頁
。）

（31）
註

（7）
二
六
～
二
七
頁
。

（32）
註

（10）
六
八
～
七
〇
頁
。

（33）
渡
辺
昌
宏
「
描
か
れ
た
神
仙
世
界
」（『
中
国 
仙
人
の
ふ
る
さ
と
︱︱

山
東
省
文
物
展
︱︱

』
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
、

平
成
九
年
）
七
六
～
八
〇
頁
。

（34）
註

（26）
七
一
～
七
六
頁
。

（35）
下
出
積
与
『
神
仙
思
想
』（
日
本
歴
史
叢
書
22
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
三
年
）
五
三
頁
。

（36）
註

（18）
五
九
三
頁
。

（37）
註

（20）
三
四
三
～
三
四
四
頁
。

（38）
註

（20）
六
一
頁
。

（39）
井
上
光
貞
、
大
曾
根
章
介
校
注
『
往
生
傳 

法
華
験
記
』（
日
本
思
想
大
系
７
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
七
三
四
～
七
三
七
頁
。

一
九
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（40）
森
克
己
『
遣
唐
使
』（
日
本
歴
史
新
書
、
至
文
堂
、
昭
和
四
十
一
年
）
六
六
～
六
七
頁
。

（41）
村
山
修
一
『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』（
塙
書
房
、
昭
和
五
十
六
年
）
六
七
頁
。

（42）
齋
藤
勵
『
王
朝
時
代
の
陰
陽
道
』（
原
版
発
行
大
正
四
年
、
覆
刻
版
、
藝
林
舍
、
昭
和
五
十
一
年
）
一
四
七
頁
。

（43）
註

（14）
二
二
五
頁
。

（44）
小
島
憲
之
他
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
③
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４
、
小
学
館
、
平
成
十
年
）
三
一
三
頁
。

（45）
窪
徳
忠
『
道
教
百
話
』（
講
談
社
学
術
文
庫
８
７
５
、
平
成
元
年
）
一
一
四
～
一
七
一
頁
。

（46）
川
口
久
雄
『
大
江
匡
房
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
元
年
）
二
九
四
～
二
九
五
頁
。

（47）
大
曾
根
章
介
校
注
『
狐
媚
記
』（
山
岸
徳
平
他
校
注
、
日
本
思
想
大
系
８
『
古
代
政
治
社
會
思
想
』

      

岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
四
年
）
一
六
五
～
一
六
八
頁
。

（48）
小
川
剛
生
『
中
世
の
書
物
と
学
問
』（
山
川
出
版
社
、
平
成
二
十
一
年
）
六
一
～
六
五
頁
。

（49）
註

（46）
二
二
二
～
二
二
三
頁
。

（50）
註

（46）
二
八
九
頁
。

二
〇


